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第３回平尾校区防災拡大研修会 

主催 平尾校区男女共同参画協議会 

 

■防災拡大研修会開催の経緯 

 これまで校区内において防災に関する諸活動は毎年行われてきたが、体系的な話し合いなどの経験は極め

て少なく、校区としてどのようにそのことに取り組むのかが明確になることがあまりありませんでした。そ

こで、こと防災に関しては、年齢や性別、経験の有無などにかかわらず、全ての人が関わるべき課題として

とらえ、男女共同参画協議会が主催となることで、関係諸団体とうまく連携をとり、より具体的な一歩を踏

み出すことを目的として、防災に関する拡大研修会を開催する運びとなりました。 

第 3 回目 テーマ 

平尾地区の防災計画について考える ～ここから始める私たちの防災 

主催  男女共同参画協議会 

共催  危機管理協会、人権尊重推進協議会、社会福祉協議会、民生委員会 

日時  平成 30 年 2 月 10 日（土）10 時開始 

講師  福岡大学法学部准教授 西澤雅道 先生 

1973年生まれ。中央大学法学部法律学科卒。1999年総理府・総務庁入庁。総務省総合通信

基盤局事業政策課課長補佐、内閣官房内閣広報室総括補佐、内閣府大臣官房総務課企画調整

官等を経て、2016 年４月より現職。大学では行政法及び行政学を担当。（内閣府より派遣） 

東日本大震災後は、内閣府防災担当で「災害対策基本法」改正を担当し、地区防災計画制度

を企画立案。地区防災計画学会会長代理、情報通信学会災害情報法研究会幹事、福岡大学防

災行政研究会会長等を歴任。今年度より福岡大学法学部で初めて防災士養成講座を開講。 

主な著作は「地区防災計画制度入門」（NTT出版） 

 

南区民生委員児童委員協議会 副会長・南区第２０地区民児協 会長  竹村哲浩氏 

 

スケジュール 

10：00  開会挨拶、講師紹介 

10：10  第１部 福岡大学法学部准教授 西澤雅道先生による講演会（45 分） 

そもそも「地区防災計画」とはどういうものなのかという専門的なお話から、いく

つかの事例や、地域コミュニティーとの関係性などについてうかがいます。 

 

10：55  質疑応答（10 分） 

11：05  第２部 南区鶴田校区 竹村哲浩氏による発表（35 分） 

平成 24年度に南区社会福祉協議会ふれあいネットワーク研修会で発表された内容

を元に、町内での取り組みについてうかがいます。町内会単位でのふれあいネッ

トワーク立ち上げと防災会立ち上げに至った経緯や、ご苦労された話など。 

11：40  質疑応答（15 分） 

11：55  閉会挨拶 
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防災拡大研修会では、防災フェスタ in 平尾の開催後に、具体的なテーマのもとに講師をお招きして研修をお

こなってきました。これは、単なる防災イベントで終わってしまうのではなく、校区の防災を考えるにあたり

次につながるひとつのテーマを共有することで、様々な団体で開催される防災に関する活動に、ひとつの共通

テーマを持てるのではないかと考えたからです。この防災拡大研修会では以下の４つを目的としています。 

 

■拡大研修会の４つの目的 

① 特に地震災害時の行政の対応を具体的に知ること（受援力の向上のため） 

② 校区がするべき具体的な動きを正確に知ること 

③ 校区と環境が類似する地域の体験談、実践例を聞くこと（他者の経験から学ぶ） 

④ 現在の校区の課題を共有し、その課題について誰が（どの団体が）主体となって、解決・改善のために話

し合っていくのかという役割を考えること 

 

【平尾校区男女共同参画協議会 テーマ】 

男女共同参画の視点は、地域の災害時にどのように活かせられるか 

 

 

【これまでの拡大研修会内容】 

第 1 回目 意識の共有 ～災害時の物・事・心の備えは平常時から 

主催  男女共同参画協議会 

共催  危機管理協会、町内会長会 

日時  平成 28 年 10 月 17 日（土）10 時開始 

講師  福岡市地域活動アドバイザー 十時 裕 氏（小田部校区自治協議会副会長） 

 

 

第２回目 校区の現状を共有する ～これからの防災活動のために 

主催  男女共同参画協議会 

共催  危機管理協会、人権尊重推進協議会、社会福祉協議会 

日時  平成 29 年 2 月 11 日（土）10 時開始 

講師  福岡市地域活動アドバイザー 十時 裕 氏（小田部校区自治協議会副会長） 

    福岡市危機管理課 大峰課長 

 

 

 


